















































































































































































































終章  景観共同体としての地域 
 
本論文で取り上げた各地域（集団）に共通する特色は以下である。第一に，住民の生活環
境づくりが地域の景観の形成・保全につながっている。第二に，地域の景観はその決定から
保全（利用および管理）に至るまで地域の人々が担っている。第三に，これらの集団では合
意形成において個人の意思が集団の意思に反映される度合いが高く，集団の意思と個人の意
思の乖離が少ない。第四に，地域は村落共同体の慣習を継続しているか，新たな慣習をもつ
景観を中核とする地域共同体をつくり出している。 
以上から，里山における「地域」は景観（環境）の形成・保全の主体となることができる，
と考える。そのような地域は景観共同体と表現でき，それに適う地域（集団）は，①地域の
環境を総有的にとらえ，②自然と親和的な規則をもって，③集団の意思と個人の意思がほぼ
合致する合意形成が可能で，④環境の決定も保全も自治的に行われているような地域（集団）
である。地域（集団）は必ずしも入会集団であることは要せず，①から④に該当するような
地域であれば，景観共同体といえる。ただし，地域が景観共同体に適うといっても，個人の
景観に対する権利および義務の総和が集団の権利・義務となる。そして，景観共同体として
の地域が形成されていれば，地域住民は「景観の利益」はもちろんのこと，「里山農業環境
を持続させる権利」といえるような主張が可能になるのではないか，と考える。 
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